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中
国
研
究
集
刊 

光
号
（
総
六
十
二
号
）
平
成
二
十
八
年
六
月　

一
三
八
︱
一
四
二
頁

東
ア
ジ
ア
術
数
学
研
究
会

清
水
洋
子

一
、
概
要
と
沿
革

「
術
数
学
」
と
は
、
古
代
中
国
に
お
い
て
発
生
し
た
各
種
の
占

術
（
天
文
占
・
怪
異
占
・
卜
筮
・
占
候
・
占
夢
・
択
日
・
風
水
・

式
占
等
）
お
よ
び
そ
の
基
礎
理
論
と
し
て
の
易
理
や
陰
陽
五
行
説

に
代
表
さ
れ
る
数
理
哲
学
を
含
め
た
占
術
の
理
論
と
実
践
に
関
す

る
学
問
の
総
称
で
あ
る
。
術
数
の
文
献
や
理
論
は
、
中
国
に
お
い

て
現
在
ま
で
伝
承
さ
れ
る
の
み
な
ら
ず
、
東
ア
ジ
ア
各
地
域
（
日

本
・
韓
国
・
ベ
ト
ナ
ム
等
）
に
お
い
て
も
受
容
さ
れ
現
在
ま
で
伝

承
さ
れ
て
い
る
。
全
時
代
を
通
じ
て
、
術
数
が
東
ア
ジ
ア
の
諸
地

域
に
与
え
た
そ
の
文
化
的
影
響
は
計
り
知
れ
な
い
。「
東
ア
ジ
ア

術
数
学
研
究
会
」（
以
下
「
本
会
」）
は
、
時
代
と
地
域
を
越
え
た

広
範
囲
に
お
よ
ぶ
東
ア
ジ
ア
の
術
数
に
つ
い
て
の
検
討
・
考
察
に

お
い
て
、
術
数
学
関
連
研
究
者
同
士
の
連
携
が
必
須
で
あ
る
と
の

認
識
か
ら
結
成
さ
れ
た
共
同
研
究
の
場
で
あ
る
。

〈
創　

立
〉

本
会
の
創
立
の
経
緯
に
つ
い
て
述
べ
れ
ば
、
本
会
発
起
人
と
な

る
大
野
は
、
二
〇
一
一
年
一
〇
月
八
～
九
日
に
開
催
の
日
本
中
国

学
会
第
六
三
回
大
会
（
於
九
州
大
学
）
に
二
つ
の
術
数
関
連
の
発

表
（
す
な
わ
ち
前
原
「
張
衡
『
霊
憲
』
の
科
学
思
想
」
お
よ
び

佐
々
木
「
中
国
近
世
以
降
に
お
け
る
『
開
元
占
経
』
の
流
伝
と
受

容
に
つ
い
て
」）
が
行
わ
れ
る
こ
と
を
見
つ
け
、
こ
れ
に
参
加
。

両
者
発
表
後
の
雑
談
の
中
で
、
大
野
・
佐
々
木
・
前
原
の
三
者
に

よ
る
共
同
勉
強
会
の
開
催
が
提
案
さ
れ
た
。
ま
た
当
時
、
三
者
は

そ
れ
ぞ
れ
台
湾
・
東
北
・
関
西
と
遠
隔
地
在
住
で
あ
っ
た
た
め
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
話
サ
ー
ビ
ス
で
あ
るSkype

を
用
い
て
の
勉

〔
研
究
会
通
信
〕
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強
会
が
企
画
さ
れ
た
。
か
く
し
てSkype

を
通
じ
て
行
わ
れ
た
第

一
回
研
究
会
（
二
〇
一
一
年
一
一
月
九
日
）
が
本
会
の
結
成
日
と

な
る
。
こ
の
第
一
回
か
ら
上
記
三
名
に
加
え
て
田
中
が
加
わ
り
、

そ
の
後
も
更
に
数
名
の
参
加
者
を
加
え
、
現
在
の
メ
ン
バ
ー
と
な

る
。
な
お
、
会
の
名
称
は
二
〇
一
一
年
一
二
月
二
六
日
の
会
議
に

お
い
て
「
東
ア
ジ
ア
術
数
学
研
究
会
」
と
決
定
し
た
。

〈
参
加
者
〉

本
会
の
主
な
参
加
者
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
（
名
前
、
所
属
・

身
分
、
専
門
、
現
在
取
り
組
ん
で
い
る
研
究
テ
ー
マ
）。

・
大
野　

裕
司	

北
海
道
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
専
門
研
究

員
、
中
国
思
想
史
、
易
（
数
字
卦
）
と
陰
陽
五

行
の
成
立
過
程

・
坂
井　

里
奈	

杭
州
師
範
大
学
外
国
語
学
院
助
教
、
東
洋
史
、

明
代
の
術
数
と
劉
基
に
つ
い
て

・
佐
々
木　

聡	

日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
Ｐ
Ｄ
（
大
阪
府

立
大
学
）、
中
国
宗
教
文
化
史
、
天
文
五
行
占

の
社
会
受
容
に
つ
い
て

・
清
水　

洋
子	

福
山
大
学
人
間
文
化
学
部
人
間
文
化
学
科
講

師
、
中
国
占
夢
文
化
史
、
占
夢
思
想
・
占
夢
書

の
受
容
と
展
開

・
成　

高
雅	

京
都
大
学
人
間
環
境
学
研
究
科
修
士
、
共
生
文

明
学
（
東
ア
ジ
ア
文
化
論
）、
中
国
伝
統
医
学

文
献
・
東
洋
医
学
文
献

・
田
中　

良
明	

大
東
文
化
大
学
東
洋
研
究
所
講
師
、
中
国
天
文

思
想
・
災
異
思
想
、
天
文
占
辞
の
増
加
・
変
遷

・
前
原
あ
や
の	

関
西
大
学
非
常
勤
講
師
、
中
国
天
文
学
史
、
宇

宙
論
・
星
座
分
類
の
変
遷
や
展
開
に
つ
い
て

・
水
野　

杏
紀	

関
西
医
療
大
学
非
常
勤
講
師
、
東
ア
ジ
ア
の
思

想
文
化
、
江
戸
時
代
の
術
数
書
・
食
養
生
と
風

水

二
、
活
動
内
容
（
定
例
会
・
そ
れ
以
外
の
活
動
・
成
果
な
ど
）

本
会
の
特
色
はSkype

を
通
じ
て
研
究
会
を
開
催
す
る
点
に
あ

る
。
二
週
間
か
ら
一
か
月
に
一
度
程
度
、
遠
隔
地
に
住
む
メ
ン

バ
ー
が
そ
れ
ぞ
れ
自
宅
や
出
張
先
な
ど
か
ら
研
究
会
に
参
加
し
て

い
る
。
会
場
の
準
備
や
旅
費
な
ど
も
不
要
で
、
国
内
外
か
ら
の
参

加
が
可
能
な
こ
と
か
ら
、
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
な
共
同
研
究
の
場
を
提

供
し
、
研
究
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
に
繋
が
っ
て
い
る
。

主
な
活
動
内
容
は
、ID

P

（
国
際
敦
煌
項
目
）
やGA

LLICA

（
仏
国
家
図
書
館
）
な
ど
の
図
像
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
及
び
各
種
図
版

を
利
用
し
て
の
敦
煌
占
術
文
献
の
検
討
会
で
あ
る
。
特
に
、
黄
正

建
『
敦
煌
占
卜
文
書
与
唐
五
代
占
卜
研
究
』（
学
苑
出
版
社
二
〇
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〇
一
年
、（
増
訂
版
）
中
国
社
会
科
学
出
版
、
二
〇
一
四
年
）
に

沿
っ
て
、
そ
の
内
容
や
録
文
な
ど
の
検
討
を
行
っ
て
い
る
。
本
書

は
、
中
世
術
数
研
究
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
と
な
っ
た
一
冊
で
あ
り
、

そ
の
後
、
陸
続
と
発
表
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
敦
煌
占
術
文
献
研
究

に
お
け
る
最
初
の
総
合
的
専
著
で
あ
っ
た
。
術
数
文
献
に
は
、
古

代
か
ら
現
代
ま
で
継
承
さ
れ
て
き
た
内
容
も
多
く
、
と
き
に
通
時

代
的
な
視
点
も
求
め
ら
れ
る
。
本
会
に
は
古
代
と
近
世
の
思
想
研

究
者
が
多
い
が
、
そ
の
中
間
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
敦
煌
占
術
文
献

の
把
握
は
メ
ン
バ
ー
共
通
の
課
題
で
も
あ
っ
た
。

敦
煌
文
献
中
に
は
、
様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
の
術
数
文
献
が
含
ま

れ
、
そ
の
全
体
把
握
は
容
易
で
は
な
い
が
、
研
究
会
で
は
各
ジ
ャ

ン
ル
の
術
数
研
究
者
が
参
加
し
、
最
新
の
研
究
成
果
も
踏
ま
え
て

共
同
研
究
を
行
っ
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
の
研
究
会
は
五
年
間
で
七
八
回
に
お
よ
び
、
敦
煌
文

献
に
見
え
る
各
種
卜
法
・
占
候
・
夢
書
・
時
日
宜
忌
（
択
日
）・

禄
命
・
各
種
事
項
占
・
雑
占
な
ど
、
多
岐
に
渡
る
術
数
文
献
を
伝

世
文
献
と
合
わ
せ
て
検
討
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
二
〇
一

三
年
一
二
月
に
は
、
佐
々
木
が
仏
国
家
図
書
館
と
大
英
図
書
館
に

て
敦
煌
占
術
文
献
の
実
見
調
査
を
行
い
、
そ
の
際
、
出
張
先
か
ら

研
究
会
に
参
加
し
、
原
本
の
所
見
や
閲
覧
状
況
な
ど
に
つ
き
報
告

も
行
っ
た
。

資
料
検
討
会
の
前
後
に
は
、
各
自
の
最
新
の
研
究
や
資
料
調
査

な
ど
に
つ
い
て
、
報
告
や
話
し
合
い
を
行
う
こ
と
も
多
く
、
貴
重

な
情
報
交
換
の
場
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
メ
ン
バ
ー
が

各
自
、
中
国
・
香
港
・
台
湾
・
韓
国
・
ベ
ト
ナ
ム
等
に
て
調
査
を

実
施
し
た
際
に
、
現
地
で
得
ら
れ
た
成
果
や
情
報
に
つ
い
て
も
共

有
で
き
る
。
術
数
文
献
に
は
、
こ
れ
ま
で
看
過
・
等
閑
視
さ
れ
て

き
た
重
要
な
抄
本
・
版
本
が
な
お
多
く
眠
っ
て
お
り
、
こ
う
し
た

情
報
交
換
が
、
各
自
の
調
査
・
研
究
の
契
機
や
着
想
の
ヒ
ン
ト
と

な
り
、
新
規
の
研
究
成
果
に
繋
が
っ
て
い
る
。

本
会
に
お
け
る
資
料
検
討
や
情
報
交
換
が
具
体
的
な
研
究
成
果

と
な
っ
た
も
の
は
、
例
え
ば
、
以
下
の
も
の
が
挙
げ
ら
れ
る
。

大
野
は
、
本
会
に
お
け
る
唐
宋
時
代
の
術
数
学
に
関
す
る
議
論

を
発
展
さ
せ
、
日
本
中
国
学
会
第
六
四
回
大
会
に
て
「
陳
元
靚

『
上
官
拝
命
玉
暦
』
に
つ
い
て
」
と
い
う
宋
代
術
数
学
の
特
色
を

探
る
発
表
を
行
っ
た
。

天
文
気
象
や
怪
異
現
象
な
ど
に
基
づ
く
占
術
に
関
す
る
文
献
の

研
究
と
し
て
は
、
本
会
結
成
以
後
、
佐
々
木
が
「『
開
元
占
経
』

の
諸
抄
本
と
近
世
以
降
の
伝
来
に
つ
い
て
」（『
日
本
中
国
学
会

報
』
六
四
、
二
〇
一
二
年
）、「『
天
元
玉
暦
祥
異
賦
』
の
成
立
過

程
と
そ
の
意
義
に
つ
い
て
」（『
東
方
宗
教
』
一
一
二
、
二
〇
一
三

年
）、『『
開
元
占
経
』
閣
本
の
資
料
と
解
説
』（
東
北
ア
ジ
ア
研
究

セ
ン
タ
ー
、
二
〇
一
三
年
）、
前
原
が
「『
海
中
占
』
の
輯
佚
」

（『
関
西
大
学
東
西
学
術
研
究
所
紀
要
』
四
六
、
二
〇
一
三
年
）、

（ 140 ）



「『
海
中
占
』
関
連
文
献
に
関
す
る
基
礎
的
考
察
」（『
関
西
大
学
中

国
文
学
会
紀
要
』
三
四
、
二
〇
一
三
年
）、
田
中
が
「
北
宋
楊
惟

德
等
撰
『
景
祐
乾
象
新
書
』
諸
本
管
見
」（『
東
洋
研
究
』
一
九

三
、
二
〇
一
四
年
）、「『
乾
象
通
鑑
』
初
探
」（『
東
洋
研
究
』
一

九
九
、
二
〇
一
六
年
）
を
そ
れ
ぞ
れ
発
表
し
、
複
雑
な
術
数
文
献

の
伝
本
関
係
と
伝
来
状
況
を
整
理
し
、
校
本
・
輯
本
の
作
製
に
も

繋
げ
た
。
さ
ら
に
、
前
原
は
こ
れ
ら
の
研
究
と
連
動
す
る
形
で
、

『
開
元
占
経
』『
観
象
玩
占
』『
天
文
要
録
』
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を

完
成
さ
せ
た
（http://tem

m
on.org/

）。

ま
た
、
清
水
は
本
会
で
の
情
報
交
換
の
際
に
『
夢
占
逸
旨
』

嘉
靖
刊
本
の
存
在
を
知
り
、
二
〇
一
二
年
か
ら
継
続
的
な
調
査
を

進
め
、
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
て
、「
夢
書
の
受
容
に
関
す
る
一
考

察
︱
『
夢
占
逸
旨
』
を
例
と
し
て
」（『
中
国
研
究
集
刊
』
六
〇
、

二
〇
一
五
年
）
を
発
表
し
た
。

こ
れ
ら
の
成
果
は
い
ず
れ
も
海
外
所
蔵
文
献
の
調
査
が
不
可
欠

で
あ
っ
た
。
メ
ン
バ
ー
間
で
の
調
査
や
資
料
収
集
の
協
力
な
ど
を

行
い
、
ま
た
、
海
外
の
図
書
館
の
利
用
法
や
規
定
な
ど
、
現
地
に

行
か
な
け
れ
ば
わ
か
ら
な
い
情
報
を
共
有
す
る
こ
と
で
、
ス
ム
ー

ズ
な
調
査
に
も
繋
が
っ
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、
二
〇
一
三
年
七
月
に
行
わ
れ
た
京
都
大
学
人
文
科
学
研

究
所
術
数
学
研
究
会
（
代
表
・
武
田
時
昌
）
主
催
の
「
術
数
学
国

際
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
二
〇
一
三
︱
七
」
で
は
、
二
日
目
（
二
〇

日
）
の
術
数
学
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プpart2

に
お
い
て
、
本
会
メ
ン

バ
ー
に
よ
る
報
告
が
行
わ
れ
た
。
発
表
題
目
は
以
下
の
通
り
で
あ

る
（
発
表
順
）。

前
原
あ
や
の
「
中
国
に
お
け
る
星
座
分
類
の
変
遷
」

田
中　

良
明
「
敦
煌
文
書
と
『
乙
巳
占
』」

大
野　

裕
司
「
択
日
術
の
歴
史
的
変
遷
に
関
す
る
考
察
」

佐
々
木　

聡
「	

祥
瑞
災
異
思
想
の
中
世
以
降
の
展
開
に
つ
い

て
」

清
水　

洋
子
「	

清
末
民
初
の
「
心
理
学
」
に
お
け
る
夢
と
占

夢
初
探
」

以
上
は
、
い
ず
れ
も
本
会
で
の
報
告
・
討
論
を
経
て
、
問
題
関

心
を
共
有
し
な
が
ら
、
各
自
進
め
た
研
究
の
成
果
と
言
え
る
。

三
、
研
究
会
情
報

本
会
は
研
究
誌
や
会
報
な
ど
は
発
行
し
て
い
な
い
が
、
メ
ン

バ
ー
そ
れ
ぞ
れ
が
、
積
極
的
に
学
術
誌
等
に
論
文
を
発
表
し
て
い

る
。
ま
た
、
ブ
ロ
グ
・
ツ
イ
ッ
タ
ー
に
て
術
数
関
連
の
学
会
の
情

報
、
新
刊
図
書
等
の
情
報
の
発
信
を
行
っ
て
い
る
。

・
メ
ー
ル
：shushu1109@

gm
ail.com

・
ツ
イ
ッ
タ
ー
：http://tw

itter.com
/jutsusuushushu

・
ブ
ロ
グ
：http://d.hatena.ne.jp/jutsusuu/

（ 141 ）



四
、
今
後
の
予
定

こ
れ
ま
で
の
敦
煌
占
術
文
献
の
検
討
か
ら
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
図

像
や
図
版
を
見
る
だ
け
で
は
不
十
分
で
あ
り
、
原
本
の
実
見
が
必

要
な
資
料
の
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
て
き
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、

今
後
の
展
望
と
し
て
は
、
ま
ず
は
、
研
究
会
チ
ー
ム
と
し
て
の
海

外
所
蔵
機
関
で
の
調
査
が
必
要
不
可
欠
と
な
る
。

そ
こ
で
、
競
争
的
資
金
の
獲
得
も
念
頭
に
置
き
な
が
ら
、
本
研

究
会
の
活
動
を
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
化
し
て
い
く
こ
と
が
、
当
面
の
目

標
と
な
る
。

同
時
に
、
会
と
し
て
も
、
国
内
外
の
関
連
分
野
の
研
究
者
ら
と

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
す
る
こ
と
で
、
国
際
的
な
研
究
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
へ
と
発
展
さ
せ
て
い
け
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

将
来
的
な
目
標
と
し
て
は
、
海
外
調
査
に
基
づ
く
成
果
を
ま
と

め
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
、
論
集
の
刊
行
に
こ
ぎ
着
け
る
べ

く
、
尽
力
し
て
い
き
た
い
。

（ 142 ）




